
懐く 励む 挑む 生涯学習 社会貢献 産学協働 市民協働 総合行政

（担当課）

10101001 事業内容 平成24年度 平成25年度 平成26年度 創　る 拡げる 改善する ○ ○ ◎ 前年度実績

成果指標

市計画<292> 新規 新規 拡大 拡大

社会教育課 事業費（千円） 92 305 305

10101002 事業内容 平成24年度 平成25年度 平成26年度 めざす 続ける 点検する ◎ ○ 前年度実績

成果指標

市計画<255> 継続 継続 継続 継続 継続

青少年課 事業費（千円） 325 325 325 332

北広島市ＰＴＡ
連合会支援事
業

ＰＴＡ連合会へ
の助成

ＰＴＡ連合会へ
の助成

家庭の教育力向上のた
め、関係する団体など
と連携し、家庭教育支
援に関する実践活動・
交流活動を行う。

児童生徒の健全育成を
進めるため、学校単位
のＰＴＡの情報交換を
図るとともに、保護者
を対象とした研修会等
を実施するＰＴＡ連合
会を支援する。

家庭教育支援実
践活動（きたひ
ろしま生活シー
トの配布及び内
容の調査）家庭
教育交流会の開
催

家庭教育情報の
発信と学習交流
会の実施

期待されるアクション 特に必要とする視点

前年度実績

前年度の評価 前年度の評価

施策１ 家庭の教育力向上への支援の充実 

施策２ 教育相談体制の充実


施策３ 地域が支える健全育成活動の充実

政策１　やさしく支えあう教育連携の推進

【施策１ 家庭の教育力向上への支援の充実】

事業名
事業内容 年度計画

１　あたたかな家庭づくりへの支援

◎庁内の子育て担当部門等と連携し、事業を構
築することが必要。
○学校・家庭・地域が一体となって家庭教育力
の向上を目指す。

２ 地域を取り巻く社会環境の変化や氾濫する情報への対応など、家庭の教育力向上のための学習機会や市民・関係団体と連携し、家庭教育を支援する柔軟なネットワークを充実し
ます。

家庭教育支援
事業

【新規】

家庭教育情報の
発信と学習交流
会の実施

ＰＴＡ連合会へ
の助成

連携支援による活発な活動
の継続

事業数、事業参加者数

前年度の評価 前年度の評価

ＰＴＡ連合会へ
の助成

研修会参加人数

前年度の評価 前年度の評価

学校、地域、家庭、行政が協働し青少年の健全
育成を進める

家庭の教育力低下に関する
実態把握及び課題の洗い出
しを行い、必要な事業を行
う。

資料 推進計画書様式(案) 

施策 1 - 1



施策 1 - 2

懐く 励む 挑む 生涯学習 社会貢献 産学協働 市民協働 総合行政

（担当課）

10202001 事業内容 平成24年度 平成25年度 平成26年度 めざす 続ける 点検する ◎ 前年度実績

成果指標

市計画<249> 継続 継続 継続 継続 継続

青少年課 事業費（千円） 14,286 14,288 12,360 14,103

10202002 事業内容 平成24年度 平成25年度 平成26年度 備える 拡げる 点検する ◎ 前年度実績

成果指標

市計画<295> 拡大 拡大 継続 継続 見送り

青少年課 事業費（千円） 912 912 912 0

【施策２　教育相談体制の充実】

年度計画

適 応 指 導 教 室
「みらい塾」の
運営
指導員、訪問指
導 ア ド バ イ
ザー、教育相談
員による相談の
実施

不登校児童生徒の割合と適応指導教室「みらい塾」通級児童生徒数

前年度の評価

不登校児童生徒など増加傾
向にある問題を抱える家庭
に対して、迅速に対応でき
る支援体制の充実

前年度の評価

ＡＡ・ＡＢ

施策の評価
【施策１　家庭の教育力向上への支援の充実】 ＢＣ・ＣＢ・ＣＣＢＡ・ＢＢ

訪問指導アドバイザー
(臨床心理士）の相談体
制の拡大(月7.5日の拡
大）

訪問指導アドバ
イザー(臨床心理
士）の相談体制
の拡大）

不登校対策・
教育相談事業

【拡大】

訪問指導アドバ
イザー(臨床心理
士）の相談体制
の拡大）

新規・拡大

訪問指導アドバ
イザー(臨床心理
士）の相談体制
の拡大）

２　不登校児童生徒の学校復帰に向け、「みらい塾」において学習指導や社会体験活動を行い、集団生活や社会適応能力の向上を図ります。

事業名
事業内容

前年度の評価

不登校対策・
教育相談事業

適応指導教室
「みらい塾」の
運営
指導員、訪問指
導アドバイ
ザー、教育相談
員による相談の
実施

複雑多様化する要因に、対応できる支援体制
学校、関係機関との連携体制

不登校児童生徒の学校復
帰と社会的自立を支援す
るため、保護者や学校、
関係機関と連携して、ひ
きこもりや不登校児童生
徒の解消と未然防止を図
る。
児童生徒及びその保護者
を対象に問題の早期解決
を図るため、面談や家庭
訪問による相談支援を行

相談、支援を継続し、個々
の状況に応じた適切な対応
を進める。

早期対応し早期解消を進めることができる体制
の確保

適応指導教室
「みらい塾」の
運営
指導員、訪問指
導アドバイ
ザー、教育相談
員による相談の
実施

前年度実績

前年度の評価

不登校児童生徒の割合と適応指導教室「みらい塾」通級児童生徒数

前年度の評価

特に必要とする視点

適応指導教室
「みらい塾」の
運営
指導員、訪問指
導アドバイ
ザー、教育相談
員による相談の
実施

前年度の評価

期待されるアクション

１ いじめ・不登校の問題を早期に解消するため、訪問指導アドバイザー（臨床心理士）、不登校児童生徒訪問相談員、スクールカウンセラーなど専門的知識を有する人材を積極的に
活用します。


